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A Review of Literature on the Nursing Intervention
for Escape of Patients with Mental Illness
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 
本研究は､ 精神疾患をもつ人の逃避への看護介入について示唆を得るために､ 既存の文献を活用し､ 逃避の捉え､ お
よび精神疾患をもつ人の逃避に対する看護ケアを抽出し明らかにすることを目的とし文献的考察を行った｡ その結果､
｢逃避｣ は､ 誰もが日常的に用いる防衛・対処的な心身の反応および行動であり､ 心の安定を図り情緒的エネルギーを蓄
えるという目的をもつが､ 柔軟性を欠いて常習的に用いることで､ 社会的な不適応状態に陥る可能性があると捉えられ
た｡ また､ 看護ケアとして､ 【心を解きほぐす】【自尊感情を高める】【現状への気づきを促す】【振り返りを促す】
【心の揺れを考慮しかかわる】という５つが明らかとなった｡ 看護師は､ 患者の逃避により生じている社会的な不適応
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CINAHL Completeにおいて､ ｢逃避｣ ｢回避｣ ｢否認｣


























































































































そして､ そうしている間は ｢自己認知｣ ができ
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